第１部会（行政推進）第３回部会概要

日　時　　平成１９年４月１６日（月）午後６時３０分～午後８時３０分

場　所　　登別市役所　第３委員会室

司会進行　石亀委員

出席者　　平秀里　合田美津子　石亀裕　鈴木道雄　須田諒子　田中寛志
　谷崎博美

事務局　　伊藤総務部次長　二階堂総括主幹　宮崎企画主幹　沼田企画主査

議　題　　１．補助金・助成金の現況について

　　　　　２．自治についての認識と課題について

３．その他

１．補助金・助成金の現況について（事務局より資料配付～平成１９年度登別市各会計予算資料）
　　補助金・助成金の現況について事務局から説明。

２．自治についての認識と課題（合田委員より資料配付）

　　合田委員より資料について説明。

３．主な意見等

◎補助金・助成金の現況について
◇今回、補助金について話をしているのは何のためか。また、事務事業評価は外部評価を導入すべき。身内でやっているだけではだめ。

　◇補助金には必要としないものがあるのではないか。補助金に時限措置はないのか。市は単年度決算だから市の予算を使い切る形で行っているのか。【事務局説明　予算執行は必要最低限にとどめ、執行残は翌年度へ繰り越ししている】

　◇補助金については勉強会的な意味合いで行っている。また、事務局は委員の質問に応答するためにいるのではないので、議題について委員間で話し合うべき。

◇市の会計は大福帳形式ではなく、複式簿記に変更すべきではないか。現在の方法は、決算書を見ても内容が分からない。

　◇市の職員の人件費削減よりも補助金を減額すべき。職員が働く気になれるよう人件費や必要な事業に予算を回すべき。

　◇勉強会的なものが先なのか。それとも財源について理解してから他の事を検討すべきなのか。

◎自治についての認識と課題
◇この委員会が何のためにあるか。自治とは何か。共通理解が必要。市民自治推進委員会は、行政の承認機関にならないよう市民がまちづくりをどのように進めていくか、市民自治について提案していく必要があると思う。

◇役所の職員が部会を開くたびに同席しなければならないものなのか。第１部会の委員のみで今後どうすべきか話し合ってから職員に同席してもらってはどうか。

◇部会長としては第１部会をどうしていくべきと考えているのか。協働して働くと言うことなのだから、どういう方法で協働していくのか考えるべきではないか。この部会で自治について論議すべき。

◇提案型の部会、チェック型の部会にすべきなのか難しいところ。市からの依頼によって議題を扱うのかはっきりしない。部会長として方向性を出してしまうと意見が偏る。現在どうすべきか考えは固まっていない。皆さんに逆にお聞きしたい。

◇部会で取り扱う内容については、臨機応変でよいのではないか。自治とはなにかというガイドラインを最終的に作ってはどうか。

◇市から色々聞きたいことがある。他の部会に投げかけたいと考えていることもある。市に提案したいこともある。

◇部会については、議題を絞らないと中途半端になる。方向性をつけるべき。

◇自分の考える自治について部会で各自の考えを発表して議論すべき。

４．その他

◇次回の開催日は、平成１９年５月１７日（木）　１８：３０～。場所は市役所３階第２会議室。

◇次回の議題は、各委員が考える自治について。
◇次回の司会は田中委員が担当。
